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１） 第２回 細胞診断能力開発プロジェクト（ プロジェクトABCD ）について： 

    兵庫県細胞検査士会 会 長 鳥居良貴 
 
 

 いつも兵庫県細胞検査士会の活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。 

兵庫県細胞検査士会メールジャーナルにもご案内しております「ABCDプロジェクト」。 

このプロジェクトはセルフスタディとして、Self-Study Survey（自己学習のための細胞テスト）を目的に 

教育的視野から自己学習を行う形式として実施しております。 

もちろん外部精度管理ではなく、また強制でもなく自由参加な自己学習テストです。 

「第2回ABCDプロジェクト」を届けさせていただきます。 

既に兵庫県細胞検査士会ホームページ（http://hyogoct.com）のトップページにあります「症例検討」に 

公開しております。 

症例検討 → パスワード入力くださいとありますから、半角にて下記入力ください。 
 

 8AQ4hd63eF 
  

第1回と同様に、実際に試行していただき、ご意見ご感想がございましたら本メーリングリストに 

お寄せください。よろしくお願いいたします。 
 
 
 



 

 

２）令和６・７年度 兵庫県細胞検査士会 役員地区委員の紹介 

 

 

 

令和6・7年度（2024-2025年度） 

 

阪神    

金森 詩音           宝塚市立病院 

岡田 麻由奈        県立尼崎総合医療センター    

濱武 周平              県立尼崎総合医療センター    

 

神戸  

片山 裕司              JCHO神戸中央病院   

金本 貴之             済生会兵庫県病院    

小林 健太              神鋼記念病院    

尾松 雅仁             神戸市立医療センター中央市民病院    

中 彩乃                 神戸市立医療センター西市民病院  

   

東播   

東 恭加                  県立がんセンター    

加藤 ゆり               県立がんセンター    

山口 千鶴              北播磨総合医療センター      

 

西播    

菊口 圭介              姫路中央病院    

坂本 慎一              赤穂中央病院    

上山 美帆              県立はりま姫路総合医療センター    

森井 雅敏            （株）兵庫県臨床検査研究所    

 

丹但 

岩熊 隆太朗          県立丹波医療センター     

阿部 結穂             公立八鹿病院 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 
 

 

「 エンドレスみかん狩り 」 

 

 

 
神戸市立医療センター中央市民病院 尾松 雅仁 

 

 

 

私の妻の田舎が和歌山県の有田地方にあり、みかん農家をしていました。 

今は義父がみかん農家を定年後の楽しみとして嗜んでいます。収穫時期には5歳と2歳の娘達を連れ

て家族で収穫の手伝いに行っています。 

収穫は朝から夕方までテボと言われるカゴを肩にかけてハサミでひたすらみかんを獲っていきます。

娘達もはじめのうちは一緒に頑張ってくれますが、気づいたら獲っては食べ、人が獲ったのも食べ…。

あとはだいたい畑の中を走り回っています。 

定年後の嗜みとはいえ収穫したみかんは出荷するので、次は選果という作業をします。 

機械でサイズを分けて、コンベアを転がるみかんに傷んでいるものがあればよけていきます。 

みかんの皮の色が若干くすんでいる部分があると（ 方言なのか、"にえてる"と言ってます ） 

ここから腐っていくそうで、小さな "にえ" も見逃せません。 

コンベアをコロコロ転がるみかんをじっと見て汚れなのか "にえ" なのかを目の前を通り過ぎるまでに

判断する必要があり、ずっとやっていると細胞診のスクリーニングをやっいる気分になってきます。 

この判別も地味に難しく、見落としがあると集中力とクライテリアは大事だと改めて実感します。 

そうして避けられた出荷できないみかんはお土産（ 写真のオレンジ色のカゴいっぱいの量 ）として 

娘達のおやつ兼デザートになります。 

今年も頑張ってきます。 

 

最後まで読んでいただきありがとうございました。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 



 

 

３．２０２３年度第４０回兵庫県臨床細胞学会総会および第２３回兵庫県細胞検査士会総会 

    を終えて  

 

 

JCHO神戸中央病院  片山 裕司 
 

 

 

 

 

２０２３年度（令和５年度） 第４０回兵庫県臨床細胞学会総会および第２３回兵庫県細胞検査士会総

会が３月９日（土）に現地ならびにWebのハイブリッド形式で開催されました。 

現地・web合わせて多数の方が参加して下さいました。 

私は現地スタッフとして参加させていただきました。 

前年度は兵庫医大の方々が協力してくださり設備も定点カメラなど様々な設備がありました。 

しかし、今回は大掛かりな設備は用いずマイクやパソコンなど基本的な設備での開催となりました。 

同年１月の研修会で出題者およびスタッフをさせていただきましたが、WSI （ whole slide image ）を 

用いての発表やハイブリッド形式による配信方法はある程度かじっただけで、さらに今回の総会は 

初めて使う会場と言う事もありハウリングなどの問題が起きないか心配でした。 

ですが、僕の心配は他所にハウリングやその他トラブルは起きず会場設営は、会長ならびに理事 

地区委員の方々のお陰でスムーズに進みました。 

これまで特に自分には馴染みが無かった Googleスライドや Googleフォームに加え、改良された WSI 

（ whole slide image ）内の指定の細胞を表示出来る機能、これらの技術を駆使しての総会は、個人的

にはこれまで見た事がないほど斬新で創造性の高い手法を用いた会だったと思います。 

Googleフォームを用いてのアンケートのリアルタイム集計は現地だけではなく Web からでも臨場感が

味わえたのではないでしょうか。 

皆さんについて行くのがやっとでしたが、新しい知見に関わる事が出来て本当に良かったと思います。 

さらには両会の報告・特別講演・一般演題・スライドカンファレンスと、とても勉強になる事ばかりで座長

および演者の先生方には大変感謝しております。 

何が出来るか分かりませんが、今回の経験を生かして今後の研修会や総会もより良いものにするため

微力ながら尽力していきたいと思います。 

 

最後まで読んでいただきありがとうございました。 

 
 



総会の様子 

集会長ならびに開会の挨拶 

兵庫県臨床細胞学会   

小笠原 会長 

総合司会 

兵庫県細胞検査士会 

川村 理事 

特別講演Ⅰ 座長 

兵庫医科大学病院 

廣田 誠一 先生 

特別講演Ⅰ 演者 

兵庫県立がんセンター 

梶本 和義 先生 

特別講演Ⅱ 座長 

誠仁会 大久保病院 

小笠原 利忠 先生 

特別講演Ⅱ 演者 

神戸大学大学院医学研究科 

病理学講座 病理学分野 

重岡 学 先生 

一般演題 座長 

神戸赤十字病院 

駒井 隆夫 技師 

一般演題１ 演者 

神戸市立医療センター 

西市民病院 

村井 志織 技師 

一般演題２ 演者 

神戸市立医療センター 

西市民病院 

常本 志帆 技師 



スライドカンファレンス 座長 

神戸市立医療センター 

西市民病院 

山下 展弘 技師 

スライドカンファレンス  

症例１ 出題者 

神戸大学病院 

吉田 美帆 技師 

スライドカンファレンス  

症例１ 指名回答者 

JCHO神戸中央病院 

上岡 英樹 技師 

スライドカンファレンス  

症例２ 出題者 

兵庫医科大学病院 

中村 純子 技師 

スライドカンファレンス  

症例２ 指名回答者 

近畿中央病院 

川村 道広 技師 

閉会の挨拶 

兵庫県細胞検査士会   

鳥居 会長 



 

 

～様々な角度から見てみよう～ 
「せるツイート」では、基本症例から難解症例、背景の物質や、油浸でみる細胞など様々な細胞像を 

ゆる～いノリで出題または紹介いたします。 

色んな角度から見た細胞像を気軽に共有しませんか？ 

もしかしたら、新たな発見があるかも！？ 

気になる細胞を「クイズ形式」や時には逆に教えてくださいと、「なげかけ形式」で紹介したいと思います。 

※奇数月は問題、偶数月は回答やご意見を掲載いたします。 

症例１６の回答はこちら↓ 

 

          

 

                 ＜ 症例１５＞    年齢  ： ５０ 歳代 

                        性別  ： 女性 

                        検体 ：  子宮頸部 

                                                  

                   
 

  

これは何でしょうか？ 

 

回答 

オナモミ小体(crystalline body) 
  

解説 

子宮頚部細胞診標本中に認められる結晶様物質はHollander とGuptaにより1974年にはじめて 

報告されており、この物質が放射状に配列して、大小の樹枝状構造を形成することより 

cockleburr と呼ばれています。 

パパニコロウ染色で淡橙黄色を呈し、その形態は円形、類円形、樹枝状など種々の形態を示します。 

また、グリコーゲン以外の炭水化物を含み、カルシウムなどの無機物を含まない蛋白様物質が均質

に濃縮したものであると考えられています。 
 



５．編集後記  

ジャーナル担当：岡田、片山、上山、坂本、濱武 、山口 

 

 
 

今月は大阪で細胞学会がありました。2017年春以来7年ぶりの学会となります。 

発表、参加された方々お疲れさまでした。 

6月は曇り空のせいか昼間も暗かったように感じ、時間間隔が狂います。 

（結局すぐに時計を見るんですけどね。） 

ジメジメと蒸し暑い日が続きますが、いよいよ夏本番！ 

クーラーなどで部屋の温度調整しつつ 

（電気代とも闘いながら）この暑さを乗り切りましょう！ 

 

  
 
 

 
 

兵庫県細胞検査士会メーリングリストでは、メールジャーナルを初め、勉強会等、様々な情報を配信してい

ます。 

ご職場やお知り合いの方などで、登録が未だの方がいらっしゃれば、ぜひこの機会にお勧め下さい！ 

皆様のご協力をお願いいたします。 
  

メーリングリストへのご登録、変更および登録解除はこちらから↓ 

兵庫県細胞検査士会 メーリングリスト 
 https://hyogoct.com/con/index.php/hui-yuan-xiang-ke/ml-info 
 
 

兵庫県細胞検査士会へのお問い合わせはこちらから↓ 
 
https://hyogoct.com/con/index.php/office 
 
  

兵庫県細胞検査士会ホームーページ↓ 
 
https://hyogoct.com/con/index.php 

 

※兵庫県細胞検査士会では、 

メーリングリストへの登録をお願いしています！ 


